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浮延縄漁業で利用可能なサークルフック（ねむり釣針）の形状比較に
向けた測定部位に関する検討

横田耕介＊2・南　浩史＊1・清田雅史＊1

Measurement-points examination of circle hooks for pelagic longline 
fishery to evaluate effects of hook design

Kosuke YOKOTA＊2, Hiroshi MINAMI＊1, and Masashi KIYOTA＊1

Abstract The use of circle hooks is regarded as one of the most effective methods to reduce 
incidental mortality of sea turtles in pelagic longline fishery as specified in the FAO Guide-
lines to Reduce Sea Turtle Mortality in Fishing Operations. Currently, many kinds of circle 
hooks are produced and distributed commercially. To introduce circle hooks wider in com-
mercial fishery, the effect of hook specifications on catch rates of target and bycatch species 
as well as the practicality of its use should be clarified. We examined measurement points of 
circle hooks to compare their shape and size to evaluate the effect of hook design on catch 
rates of targeted and non-targeted species. We also give a brief summary on the possible ef-
fect of hook design on catch rate and survival of sea turtles. Using the measurement method, 
we describe shape, size and other characteristics of various circle hooks which we have col-
lected for our mitigation experiments to facilitate the use of the hooks in scientific research 
and in commercial fishery and to assist information exchange on the results.
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技術報告

　近年，海亀類の個体数の減少に影響を及ぼす多く
の要因のひとつとして，浮延縄漁業による混獲が問
題視されている。そうした中，問題解決への取り組
みを世界規模で推進するために，FAO から“漁業操
業における海亀死亡削減ガイドライン”が示された

（FAO, 2005）。また，2005年7月には責任あるまぐろ
漁業推進機構（OPRT）と米国西部太平洋漁業管理委
員会（WPRFMC）によって，第三回国際漁業者フォ
ーラムが横浜で開催され，各国漁業者による共同宣言

“横浜宣言”が採択された。その宣言の中でも海亀の
偶発的捕獲・死亡削減への取り組みが謳われており，
各国漁業者による取り組みも進められている （OPRT, 
2005）。

　FAO （2005）では，まぐろ・かじき・さめ類等を
対象とした浮延縄操業に関して以下の様な勧告がされ
ている。
　

⒤　海亀の混獲もしくは偶発的捕獲と死亡を最小に
抑えるために，釣針のデザイン，餌の種類，敷設
水深，漁具仕立，操業方法の適切な組み合わせを
開発し，実行する。

ⅱ　様々な混獲回避措置による海亀，対象魚種，海
鳥やサメなどの他の混獲もしくは偶発的に捕獲さ
れる種への影響を考慮に入れて研究を実施する。

ⅲ　混獲もしくは偶発的に捕獲された海亀を適切に
放流するために必要な器材（釣針はずし，ライン
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カッター，たも網を含む）を装備し，使用する＊。

　FAO の勧告 ⒤ における釣針のデザインに関して，
現在最も有力とされているものがサークルフック（ね
むり釣針）である。サークルフックの特徴は，釣針の
先が内側に曲がっている形状（ねむり）を持つことで
ある。この形状の特徴によって，釣針を呑み込んで
鈎掛かりすることが減り，釣獲される生物の死亡，損
傷の削減につながるとされている。いくつかの魚種に
関して，サークルフックによる死亡，損傷の削減に関
する研究が行われている（e.g., Cooke et al., 2003a ; 
Cooke et al., 2003b ; Bacheler and Buckel, 2004 ; 
Beckwith and Rand, 2005 ; Ostrand et al., 2005）。
　サークルフックは，海亀類に関しても魚類と同様
の効果が期待され，海亀の死亡率の削減につながる
という報告がある（e.g., Watson et al., 2003 ; 菅沼，
南，2004）。さらに，釣針の漁獲選択性（清水 , 1999; 
Hovg ård and Lassen, 2000）の面から，海亀の嘴に
対して相対的に大きい釣針を用いれば，混獲数そのも
のを削減できるという研究結果も示されている（e.g., 
Watson et al., 2005）。
　一方で，FAO の勧告 ⅱ の中にもあるように，サー
クルフックの使用に際しては海亀の死亡・混獲削減効
果と共に，漁獲対象魚種の釣獲率への影響も考慮しな
くてはならない。対象魚種の釣獲率への影響を少なく
しつつ，海亀類の死亡・混獲を削減することが理想で
ある。ただし，サークルフックによる効果・影響は，
生物種，海域，季節によって異なることが想定される。
また，サークルフックには，形状・大きさに様々なも
のがあり，海亀の死亡・混獲削減と対象魚種の釣獲に
適したものを検討する必要がある。しかし，この検討
を行うに際して，国や製造元によって形状やサイズの
呼称が異なっているため，規格を見ただけでは相対比
較することができない。対象魚種の釣獲という観点に
おいて，釣針の形状，大きさ，太さ，材質等は，漁業
者各々が最も注意を払うことのひとつでもあり，漁業
者が望む釣針を選択できるような基準を作成する必要
がある。サークルフックを漁業現場で実際に使用し，
これらの点を検討し，より適したもの（漁業者が使い
やすく，対象魚種の釣獲率への影響を少なくし，海亀
の死亡・混獲削減効果が高いもの）に改善していくこ
とが求められる。
　本報告では，サークルフックの漁業現場への普及を
目的として，様々な種類のサークルフックの形状を的
確に把握し，それらの効果を定量的に記述する上で必

要となる釣針の各測定部位の定義及びその測定法につ
いて検討した。また，これらの定義，測定法に基づき，
本報末に我々が混獲回避試験を目的として，現時点ま
でに収集したサークルフックを計測した値を参考とし
て示した。

サークルフックの形状把握のための測定部位の検討
　サークルフックにおける各部位と形状の名称を
Fig. 1に示す。各名称，形状に関しては，Prado and 
Dremière （1990），野村 （2000），土肥富 （2005），O. 
Mustad and Son （2005）等を参考とした。これまで
の知見から，海亀類の死亡・混獲削減に重要と考え
られる釣針の形状特性としては，釣針の大きさと釣針
のさきの曲がり方等が考えられる（e.g., Watson et al., 
2003 ; 菅沼，南，2004 ; Gilman et al., 2005 ; Watson 
et al., 2005）。

釣針の長さと幅
　日本の延縄用等の釣針サイズの規格としては，寸
を用いることが多い。この寸は，釣針の元となる針金
の長さに由来しているため，サークルフックに関して
は，さきのネムリの部分までを含んだ釣針全体の長さ
となる。また，ちもと部分も長さに含まれるため，環
付や穴明等の違いによって釣針全体の大きさが異なる
ことがある。欧米等，海外における釣針の大きさの表
記は，#0－ #30程度の範囲で表される。数字が小さ
くなるほど釣針は大きくなる。#0より大きな釣針は
0の個数で表し，18/0や14/0と記す（0が18個の
方が，0が14個のものよりも大きな釣針を表す）。一
方，国内における数字の表記は，海外とは反対に，数
字が大きくなるほど釣針は大きくなる（ただし，輸出
向けの釣針等は海外の表記方法に準じている場合もあ
る）。最小で03（小数0.3）号があり，0号はない。こ
の様に，一般的に製造会社が用いているサイズ表示に
共通の基準が決まっていないため，釣針を相互比較す
る際に用いることはできない。
　漁獲選択性の研究においては，釣針の大きさを表す
寸法として，ふところ位置の全幅の外寸 （Fig. 1）が
一般的に用いられている（清水，1999）。しかし，海
亀類の死亡・混獲削減を，海亀が釣針に喰いつく点か
ら考えた場合，最小となる釣針内側の大きさと共に最
大となる釣針外側の大きさを検討することが妥当であ
る。本報では，くきの方向を垂直軸としたちもと
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から
釣針の下端までの垂直方向の直線長を直全長，くきか
ら水平方向に向けた幅を直全幅，最小，最大となる釣

＊FAO の勧告ⅲに関しては，横田（2005）を参照されたい。
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メバチ（Thunnus obesus）等の釣獲率は，サークル
フックと通常のまぐろ釣針の間で大きく変わらない
という結果が示されている。まぐろ類は，（一般のま
ぐろ釣針においても）顎に鈎掛かりすることが多く，
呑込みが少ないためサークルフックによって釣獲率は
低下しないと推察できる。一方，メカジキ（Xiphias 
gladius）等のかじき類の釣獲率は，サークルフック
の使用によって低くなるという調査結果が示されてい
る（e.g., Watson et al., 2005）。著者らの西部太平洋
における調査（未発表）からも，サークルフックを用
いた場合，メカジキは釣針を呑込んでの鈎掛かりが減
る傾向を示し，更に釣獲率が低下する傾向がみられた。
これは，メカジキの上下顎が非常に硬く，鈎掛かりが
顎の横部に限られるためであると考えられる。さめ類
に対するサークルフックの影響については，明確な報
告はない（e.g., Watson et al., 2005）。
　上記の様に，浮延縄でのサークルフックに関するい
くつかの研究結果がある。一方で，サークルフックに
は様々な形状・大きさのものがある（本報末の測定資
料参照）。しかし，従来のサークルフックに関する研
究は，その形状の詳細な検討の上で実施したものでは
無い。今後は，サークルフックには様々な形状と大き
さのものがあることを考慮した上で，混獲種，対象種
に対して適切な形状と大きさを検討する必要がある。
特に，魚類に比べて食道に無数のとげ状の突起がある
海亀類については（サークルフックのネムリやオフセ
ットの効果・影響という視点からみた釣針の呑込み削
減等に関しては），より詳細な検討が求められる。
　サークルフックの最大の特徴であるネムリの角度

（ネムリ角）の効率については，全く議論されていない。
しかし，さき
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のネムリ角が大きいほど，海亀類，魚類
ともに釣針を呑込んで鈎掛かりする割合は減り，顎や
口内での鈎掛かりが増えることが期待される。
　オフセットについては，若干のオフセット（10°以下）
ならば，海亀類の死亡・混獲削減に関してほとんど影
響は無いとされている（e.g., Gilman et al., 2005）。
しかし，極端なオフセットが入っていると（例えば
25°），たとえサークルフックを用いても海亀類が釣針
を呑込んで鈎掛かりする頻度は減らないという懸念が
ある。10°以下というオフセットの目安は与えられて
いるものの（FAO, 2005），科学的な根拠は乏しい。
　釣針の幅は海亀類の釣獲率削減に関して重要と
されているが（Gilman et al., 2005 ; Watson et al., 
2005），釣針のいずれの部位の大きさ（長さと幅）が
効果を与えるのか（単に幅のみを検討すれば良いのか）
は明確ではない。
　こうしたサークルフックのネムリの程度，オフセッ

ト，長さや幅による海亀類，対象魚類の鈎掛かり特性
と釣獲率を解明する必要がある。本報において定義し
た釣針の測定部位に基づき，釣針の形状を定量的に捉
えた上で，種々の釣獲試験結果の検討，情報交換を行
うことが望まれる。ただし，ネムリ角などは，精度の
高い定量化が困難であり，一般化するには今後も検討
が必要である。また，釣針各部の形状の関連性を考え
ると，釣針の太さ，重量，こし

4 4

やさきまげ
4 4 4 4

部分の曲が
り具合にも検討の余地が残されている。
　また，釣針各部の形状や大きさの違いによる釣獲特
性だけでなく，漁業者の餌付や釣獲された生物から針
を外す作業負担，漁業者の安全性，経済面を検討しな
くてはならない。
　サークルフックによる海亀類の死亡・混獲削減と
対象種の釣獲率を検討する場合，海域や季節，また
それに伴う生物種組成と体サイズ等の要因との相互関
係を考慮する必要がある。漁具漁法という点では，餌
の種類や釣獲水深などは重要な要因であり，いくつか
の研究も進められている（e.g., Polovina et al., 2003 ; 
Beverly et al., 2004 ; Gilman et al., 2005 ; Watson et 
al., 2005 ; Shiode et al., 2005）。特に，餌に関しては
イカ餌よりも魚餌の方が，アカウミガメの混獲は約
70-80%少ないことが明らかになっている（e.g., 菅沼，
南 2004 ; Gilman et al., 2005 ; Watson et al., 2005）。
サークルフックと共にこうした要因を総合的に検討す
ることによって，より効果的な混獲回避技術を確立で
きるものと期待される。
　現実的には，適切なサークルフックを検討する科学
的な調査を求めるだけではなく，漁業者が実際に使用
し，サークルフックの使用に前向きな感触を得ること
が普及への最も大きな原動力となるであろう。海亀の
死亡・混獲削減のための手法としてサークルフックを
進展させるためには，漁業者，行政，各業界関係者，
研究者らが意見を出し合い，補完し合って取り組む必
要がある。そこでは，サークルフックの形状と大きさ
を的確に検討した上で，サークルフックの効果・影響
を解明する必要がある。本稿が，サークルフックの普
及と関係者の協力体制を構築するための一助となるこ
とを願う。
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注意点
1．写真は原寸大である。
2．ここに示したサークルフックは，現在までに我々

が収集したものであり，全ての種類のサークルフッ
クを網羅したわけではない。

3．本文中で定義した測定部位の他に，材質，ちもと

の形状，釣針の太さ，重量も列挙した。オフセット
幅，釣針の太さは0.1mm 単位で，またそれ以外の
長さの測定は1mm 単位で測定した。

4．釣針の太さや細部の形状等は，使用する漁業者の
指示に応じて製造されることが多く，さらに製造上
のばらつきもあるために，実際の大きさも様々とな
る。ここに挙げた数値は，あくまで我々が所持して
いる釣針を測定したものであり，目安にすぎない。
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三宅島火山灰がフクトコブシの行動と生残に及ぼす影

響の飼育実験による評価

青野英明 （中央水産研究所横須賀庁舎）

丹羽健太郎 （中央水産研究所横須賀庁舎）

堀井豊充 （中央水産研究所横須賀庁舎）

黒木洋明 （中央水産研究所横須賀庁舎）

三宅島雄山の噴火に伴う海域への降灰が水産生物

に及ぼす影響を調べるため，火山灰がフクトコブシ

Haliotis diversicolor diversicolorの行動と生残に及ぼ

す影響を飼育条件下で調べた。その結果，フクトコ

ブシを入れたビーカーに直接火山灰を投入した場合

は，ほとんどの個体が上方への回避をみせた。幾つか

の個体はビーカー内側面から剥離し堆積した灰の中に

落ち， 150g/L （堆積灰厚約14mm）以上の火山灰の

投入により1/3以上の個体が48時間以内に死亡した。

死んだ個体の外套腔や鯨には火山灰粒子が蓄積してい

た。

No.17. 57-62 (2006) 

西部太平洋におけるウルメイワシ卵の発生過程

上原伸二 （東北区水産研究所）

三谷卓美 （中央水産研究所）

土佐湾で採集したウルメイワシEtrumeusteresの

人工授精卵を20.0℃の水温条件で飼育し癖化までの

発生過程を時間情報とともに記載した。胞匹初期には

受精後4.3時間で達した。受精後15.1時間で匹盤葉の被

覆が卵黄の半分を越え， 21.9時間で原口が閉鎖した。

受精後64.2時間で癖化が始まった。

No.17. 63-67 (2006) 

深海生物採集用大型桁網（Beni-Zuwai1号）の開発

康瀬太郎 （日本海区水産研究所）

養松郁子 （日本海区水産研究所）

白井 滋（日本海区水産研究所）

南 卓志（日本海区水産研究所）

丹生孝道 （兵庫県立香住高校）

水深lOOOmを超える深海においても，オッタート

ロールよりも短いワープ長で安定した曳網ができ，分

布調査として十分な採集量を確保できる生物用採集器

具を目指し，桁網を開発した。実際の調査に用いたと

ころ，桁網は深海でも安定した曳網が可能であった。

また，大型個体に関してはトロールと同等の採集能力

を持ち，さらに小型個体も多く採集できることから，

生活史を通した分布，生態調査に使用可能で、あると考

えた。

No.17, 69-82 (2006) 

浮延縄漁業で利用可能なサークルフック（ねむり釣針）

の形状比較に向けた測定部位に関する検討

横田 耕介（日本エヌ・ユー・エス株式会社）

南 浩史（遠洋水産研究所）

清田雅史（遠洋水産研究所）

浮延縄においてサークルフック（ねむり釣針）の使

用は，海亀類の死亡・混獲削減に有効な措置とされて

いるが，サークルフックには様々な形状や大きさのも

のがある。サークルフックの効果・影響は，そうした

形状や大きさ等に依存すると考えられる。本報告では，

様々な種類のサークルフックの形状を把握しそれら

の効果を定量的に知る上で必要となる釣針の各測定部

位の定義及びその測定法について検討した。
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